
学校読書活動の取組【福知山市立遷喬小学校】 

１ 実践のテーマ 

「図書館を活用し、学び合える児童の育成」 

 

２ 学校の概要 

本校は、明治６年石原村宝珠院に開設され、校名は詩経「出自幽谷遷宇喬木」とあるところから名付けられ

た。京都府福知山市の東部に位置し、綾部市に隣接している。北には由良川が流れ、南は長田野工業団地に

接する。令和２年４月佐賀小学校と統合した。従来から農村地帯として教育環境は極めてよく、古くから体力づ

くり、根性づくりとして「遷喬魂の育成」が校是である。平成２８年度～令和元年度まで図書館教育の研究を推

進してきた。 

令和２年度の在籍児童数は３６５名、特別支援学級２学級を含む 14学級という規模の学校である。 

 

３ 実践内容 

    本校は、ＳＬＡ研究発表校（平成３０年度発表）に指定され、４年間図書館を活用し、児童がいきいきと伝え

あえる力を育成することをテーマに、図書館教育の研究をしてきた。ここでは特に、児童の読書活動を豊かに

する取組について紹介する。 

  

 (１)  図書館ガイダンス 

・ 図書室の使い方・配架を知り、自ら好きな本、目的に合った本を探す・返す力を付けた。 

・ 毎年 4月、全学年行うことで、図書室の使い方を定着させた。  

・ ガイダンス内容はパワーポイントで作成。全学年同じ指導をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)  朝読書 

      毎朝決まった時間に朝読書をすることで、読書時間を確保し、読

書の習慣を定着させた。集中力が高まり、児童の情緒の安定にも繋

がった。 

 

(３)  校内ビブリオバトル大会 

朝読書の時間に校内ビブリオバトルを開催した。チャンプ本に選 

    ばれるために、必死に本を選び、話し方を工夫しようとする児童の意欲が見られた。 

＜方法：毎週木曜日、朝読書の時間に＞ 

①図書の選定と発表内容を考える。 

②グループでビブリオバトルをする。 

③学級でチャンプ本を選定する。 

          ④チャンプ本に選ばれた本は図書室前に掲示する。 

 

(４)  子どもの身近な所にいつも本を 

    ・ 児童机の横に本袋を設置し隙間の時間にいつでも読書 

    ・ 各階の小さな読書スペース「こもれびミニ図書館」 

    ・ 教室にたくさんの本を設置 

（京都府立図書館のセット貸し出し、福知山市立図書館学校支援セット、移動図書館車を活用） 

こもれびミニ図書館 



(５)  子どもを読書に誘う環境整備 

     ・ 分類法に従った図書の配架 

     ・ 季節や行事に合わせた図書館環境の整備 

     ・ 新刊コーナーの設置 

     ・ 子ども新聞の掲示 

→掲示場所はいつも子どもの目に付く児童玄関に設置した。 

     ・ 学年毎のおすすめの本（20冊）をリスト化して配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)  親子読書の取組 

       子どもが読み聞かせる、お互いにお勧めの本を紹介する等、いろいろな親子読書の取組方を提案し、感

想を伝え合う。（資料①） 

 

  (７)  各教科等の学習の中で読書の世界を広げる 

     ・ 図書館会議にて、どの学年でどの図書を授業で活用するかの話合い（資料②） 

     ・ カリキュラム・マネジメント的視点を取り入れた単元指導計画（資料③） 

     ・ 教科の枠を超えた研究授業（資料④） 

       ※どの教科でも図書館を活用した授業を行い、各教科等の学習を通じて多種多様な読書の世界へと

児童の興味関心を引き付けた。 

 

(８)  新しい生活様式の中での読書活動の推進（新型コロナウイルス感染拡大防止対策） 

・ 市立図書館支援セット、府立図書館セットの活用 

       →図書室使用ができない状況で、学級図書を増やし、読書できる環境を整える。 

・ 図書カウンターにはパーティション（段ボールとラミネートで作成）を用意 

・ フェイスシールドで読み聞かせ 

・ 図書室の席はソーシャルディスタンスを保ち、席を空ける。 

・ 図書室入室前手洗い・消毒。入室後手洗い・消毒。 マスク必携 

・ ２年生から１年生へのブックトークはマイクを使って、ビデオ撮影。テレビで上映する。 

・ ビブリオバトル時のグループ討議は、ソーシャルディスタンスを意識した配席とフェイスシールドを使う。 

 

４ 成果と課題 

・ これまで図書館活用能力を育成するための授業づくりに取り組んできた。そのノウハウを生かし、さらに新し

い教科での研究授業に取り組み、幅を広げることができた。  

・ 計画的に図書館を活用するために、カリキュラム・マネジメント的視点を持ちながら、いろいろな教科にわた

り単元を構想し、単元の目標を達成するために有効な図書館活用について全職員で考えることができた。  

・ 学習の中で活用した図書を年間指導計画と共にリスト化し、毎年付け加えることで研究成果を蓄積し、より

幅広い視野で授業を組み立てることが可能となった。  

・ 校内ビブリオバトル大会を開催したことで、児童が主体的に本を選び、読み深めることができた。さらに、友

達の本にも興味を持ち、読書の世界を広げることに繋がった。  

子ども新聞の掲示 新刊コーナー 

本のだいめい かいたひと（さくしゃ） よんだ日 かんそう（いろをぬろう）

1 アレクサンダとぜんまいねずみ レオ・レオニ ／

2 おにたのぼうし あまん　きみこ ／

3 ちいちゃんのかげおくり あまん　きみこ ／

4 どろんここぶた
アーノルド・

ローベル
／

5 わたしのいもうと
まつたに　　　　　　こ

松谷　みよ子 ／

6 エルマーとりゅう
ルース・スタイル・

ガネット
／

7 おじさんのかさ さの　ようこ ／

8 てぶくろをかいに
にいみ　　　なんきち

新美　南吉 ／

9
　　　　　　　　　　　うま

スーホの白い馬

おおつか　　ゆうぞう

大塚　勇三 ／

10 こいぬがうまれるよ
ジョアンナ・

コール
／

11 サカサかぞくのだんなキスがすきなんだ
みやにし　　たつや

宮西　達也 ／

12 はじめてのおるすばん しみず　みちを ／

13 ぐりとぐら
なかがわ　　　りえこ

中川　李枝子 ／

14
１２か月のしかけえほん⑩

うんどうかい　よーいどん！
きむら　ゆういち ／

15 さっちゃんのまほうのて
・のべ　あきこ

・しざわ　さよこ
／

16
　　　　　　　　　　　　　　　　　つうがくろ

すごいね！みんなの通学路
ローズマリー・

マカーニー
／

17 クモははらぺこ
おおた　　　ひでひろ

太田　英博 ／

18 タンポポのたびだち
おおた　　　ひでひろ

太田　英博 ／

19 やまなし
みやざわ　　けんじ

宮沢　賢治 ／

20 はなさかじいさん いもと　ようこ ／

２年生　おすすめの本
名前

べんきょうになった！ おもしろかった！ じいんときた  かなしくなった・・・ びっくり！！  ドキドキした 

おすすめの本 

本のだいめい 作者名 読んだ日 一言感想

1 コロポックルむかしむかし 佐藤さとる ／

2 キツネとツグミ A・トルストイ ／

3 きまぐれロボット 星新一 ／

4 銀河鉄道の夜 宮沢賢治 ／

5 ネバーギブアップ！ くすのきしげのり ／

6 しゅんかん図鑑 伊知地国夫 ／

7 ハチごはん 横塚眞己人 ／

8 かみさまにあいたい 当原珠樹 ／

9 子ぶたのトリュフ ヘレン・ピータース ／

10 シャーロットのおくりもの E・B・ホワイト ／

11 パオズになったおひなさま 佐和みずえ ／

12 お父さんゴリラは遊園地 山極寿一 ／

13 あまんきみこ短編集１ あまんきみこ ／

14 あまんきみこ短編集２ あまんきみこ ／

15 おじいさんのランプ 新美南吉 ／

16 花のき村と盗人たち 新美南吉 ／

17 岳物語 椎名誠 ／

18 大きな約束 椎名誠 ／

19 風と木の歌 安房直子 ／

20 遠い野ばらの歌 安房直子 ／

４年生　おすすめの本

今年１年のチャンプ本はずばりこれだ！！

名前

おすすめの本は教科書の掲載図書を中心に発達段階に合わせて教師が選書した。委員会活動で
も活用し、すべて読めたら図書委員がしおりをプレゼントした。 



・ 友達とそっと寄り添いながら本で調べたり、話し合って学習したりする姿がたくさん見られた。  

・ 家庭の読書時間が少ないことが児童アンケートにより分かった。今後はＰＴＡと連携をしながら、家庭での読

書時間が増やせるようにしていきたい。 

 

５ まとめ 

本校では、研究を通して、いろいろな教科・領域で図書を活用しながら授業を進め、図書館活用能力を培っ

てきた。そしていつも子どもたちは本に囲まれ、様々な楽しい取組と共に読書の幅を広げてきた。子どもたちの学

習意欲や知識の源にはいつも学校図書館があり、教科や授業の枠を超えながら常に図書と触れ合ってきた。子

どもたちは疑問を持った時、友達と調べたい時、ほっとしたい時に、自然に「そうだ、図書館に行こう」と、学校図

書館を訪れた。遷喬小学校の子どもたちにとって、学校図書館はとても身近で楽しくて、知識欲にあふれる場に

なっている。今まで「図書館活用」で培ったノウハウは教員が変わっても引き継がれ、学校図書館が子どもたち

の学習意欲を高める場として、また、自由な楽しい読書の場として機能している。今後も、学校図書館が子ども

たちの人生を豊かにする場であり続けるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 

資料① 
〈資料〉 
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資料③ 


